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目標 指標 現況値 目標値（H26） 

ストック活用による 
集客・交流機能の強化 歩行者・自転車通行量 790人/日 

（H20） 1,000人/日   

官民協働による 
街なか居住の推進 中心市街地の人口 1,993人 

（H19） 2,000人 

○柏原八幡神社、柏原藩陣屋跡、近代洋風
建築など、歴史・文化的資源が数多く点在 

○H16年の６町合併による都市機能の一部移
転、郊外への相次ぐ大規模店舗の進出な
どによる衰退傾向の顕在化 

○まちづくり会社中心のﾃﾅﾝﾄﾐｯｸｽ事業や  
住民協力による地域医療の再生等、    
自律的なまちづくりの動きがみられる。 

 

 
○歩行者通行量の減少 
 H８推計※：906人  
 →H20：467人（▲48.5%） 
 
○中心市街地内の人口の減少 
 H２：2,233人  

 → H19：1,993人（▲10.8%）  
 

【歩行者・自転車通行量[平日・６地点]の推移と数値目標】 

※H16とH20のデータを基に算出した推計値 

Ｈ８ Ｈ15 Ｈ20 Ｈ26 Ｈ30 

(万円) 

1,050,956 

841,100 

653,200 

コモーレ丹波の森,        
ゆめタウン氷上オープン 

以降急速に減少 

歩行者通行量とともに 
年間販売額も大きく減少 

今後10年間で中心市街地に集客力のあった 
平成８年の歩行者通行量に戻す 

丹波市（近畿圏ブロック）                 
 【計画期間 21年3月～27年2月】 

・中世～江戸：柏原八幡神社の門前町・織田家縁の城下町として発展 
・明治～   ：国・県の機関や病院が集積する兵庫丹波地域の中心地 

■まちの玄関口の駅前再開発、町家や丹波食材を活用した商業施設の充実など、地域資源を徹底して見
直すことにより、地域住民が地域を誇り、集えるまちなかを目指す。 

 ⇒主要事業：①JR柏原駅前再開発事業、②町家活用（テナントミックス）事業③大手会館活用事業など 

■官民協働の住宅供給や、住民参加の地域医療再生により、安心して住み続けられるまちなかを目指す。 

 ⇒主要事業：④市有地活用高齢者賃貸住宅整備、⑤法務局跡地活用住宅整備、⑥地域医療再生など 

(人) 

平成15年とほぼ同等の
水準への回復を目指す 

※ 期間延長適用後 



 

 

○公有地活用による住宅整備 

 ○ＪＲ柏原駅前再開発（住居部分）

(①) 

  再開発による住宅整備[17戸] 

 ○市有地活用高齢者住宅（④） 

  公有地を活用した高齢者賃貸住

宅の整備[20戸] 

 ○法務局跡地活用住宅整備（⑤） 

  法務局跡地に公益団体事務所

（まちなか集中化事業）と住宅の

複合施設を整備 

○人口流出の抑制 

 ○地域医療再生（⑥） 

 夜間休日診療所の設置や地域医 
 療市民講座への補助などにより、 

   官民一体となって地域医療体制 
   の再構築を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
   

 

 

 

安心して住み続けられる  
まちなか 

①ＪＲ柏原駅前再開発 

中心市街地の区域：66.5ha 

○JR柏原駅前再開発事業（①） 
 駅前の未利用地を再開発し住居・商業施
設を一体的に整備。鉄道と国道に面したま
ちの玄関口である 

 駅前地域整備により 
 まちなかへの導入 
 機能を高める。 
 

歴史・食などの地域資源の見直しに
よる市民が集えるまちなか 

丹波市中心市街地活性化基本計画の事業概要 

④市有地活用 
高齢者住宅 

⑤法務局跡地 
活用住宅整備 

石田本通り空き店舗 

大手会館  

柏原歴史散道整備 

道路美装化 

丹波市役所柏原支所 

NPOの活動 

木の根橋 

○大手会館活用事業（③） 
 明治18 年に高等小学校の校舎として建て
られた歴史的建造物を 
丹波の偉人を紹介 
する「（仮称）ふるさと 
人物館」として整備 

○民間団体まちなか集中化事業 
 法務局跡地に整備した複合施設等 

 に国際交流団体・シルバー人材セン 

 ターなどの公益 

 団体事務所を集 

 中化させ、市民 

 活動の拠点とし 

 て整備 
 

 
○テナントミックス事業 （屋敷エリア）（②） 
  まちづくり会社が中心となり、鹿肉や丹
波大納言小豆などの食材を使ったレストラ
ン創作料理店を展開。新たに、町家や武
家屋敷を活用した地産地消型の個店を整
備し、食を核としたまちの活性化を図る。 

 
 
 
 
 
 
○空店舗活用事業  
  駅前から続くメインストリートの空店舗を
改修。丹波の食材を活用した飲食店等を
整備。 

県立柏原病院  

八幡神社 

小学校 

陣屋跡 

県総合
庁舎 

高 校 

裁判所 

歴史民族 
資料館 

田ステ女公園 

織田家
廟所 

赤十字病院 

③大手会館 

柏原郵便局 

自治会館 

②屋敷エリア 
町家活用 

やぐら公園 

ＪＲ柏原駅 

176 
商店街 

遊歩道整備 

町家ギャラリーるり  イタリア料理 オルモ  

⑥休日診療所 

○近代洋風建築の旧役場活用 

まちのシンボルである旧役場を活用した観
光情報拠点を整備。観光用駐車場の整備、
ハイキングコース設定、ボランティアガイド
育成、まちなみ形成（建物修景助成制度）
の拡充等などによりまちなか観光を促進す
る。 国際理解・支援活動  
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